
 

 

                         

 

PACIFIC RACING TEAMが 
2026年のGT300クラス参戦体制を発表 

株式会社 PACIFIC  RACING TEAM 

2026年2月17日  

 

株式会社PACIFIC RACING TEAM（本社：名古屋市東区 エントラント代表：神野元樹）は、 

2026年度のレース参戦体制を下記の通り決定いたしました。 

 

今シーズンは「BMW M4 GT3 EVO」を投入し、世界最高峰のパフォーマンスを誇る日本ミシュラン

タイヤとのパートナーシップのもと、GT300クラスのチャンピオンを狙います。また、チーム力を確固な

ものとするため、経験豊富な阪口良平氏をスポーティングディレクターとして招聘。若手実力派の冨

林・藤原・久保とともに、盤石の布陣を整えました。 

 

なお、注目のマシンカラーリング・車両名、ならびに今季の目玉となる新たな「タイアップコンテンツ」

の詳細につきましては、後日改めて発表いたします。「ミシュランタイヤ」の強力なグリップとともに、さら

なる加速を遂げるPACIFIC   RACING TEAMの活躍にどうぞご期待ください。 

 

【2026年参戦体制概要】

 



 

■ エントラント代表 神野元樹 

「今シーズン、我々はさらなる進化を遂げ、新たな体制でSUPERGTの舞台に挑みます。勝利のため

に不可欠な最新の『BMW M4 GT3 EVO』、そして圧倒的な信頼を寄せる『ミシュランタイヤ』という最強

のパッケージを実現できたことを大変誇らしく思います。信頼する3名のドライバー、そしてチームの屋

台骨を支える阪口氏の知見を融合させ、ー戦ー戦を貪欲に勝ちにいきます。また、皆様を驚かせるよ

うな新たな『タイアップコンテンツ』も進行中です。PACIFIC RACING TEAMらしい、サーキットを華

やかに彩る挑戦にぜひご注目ください」 

 

■ 総監督 小林弘和 

「2026年、PACIFIC RACING TEAMはGT300クラスを席巻する準備が整いました。今季の鍵

は、世界トップレベルのグリップを誇る『ミシュランタイヤ』のポテンシャルを、いかにマシンのパフォーマン

スヘ繋げるかにあります。NAC（中日本自動車短期大学）による高精度なメンテナンス、そして戦略面

を支える阪口氏のアドバイスを得て、隙のない戦いを展開します。詳しい体制や新たなタイアップにつ

いては間もなくお披露目となりますが、まずはこの新体制が勝利への最短距離にいることをファン

の皆様にお約束いたします。続報を楽しみにお待ちください」 

 

■ ドライバー 冨林勇佑 

「今シーズンもPACIFIC RACING TEAMの一員として、最高峰の舞台で戦えることを嬉しく思いま

す。今季導入される『BMW M4 GT3 EVO』、そして絶大な信頼を置く『ミシュランタイヤ』という組み合わ

せは、GT300クラスで頂点を狙うためにこれ以上ないパッケージです。僕の役割は、このマシンのポ

テンシャルを誰よりも引き出し、予選から決勝まで圧倒的な速さを見せること。ファンの皆様、そしてチ

ームの期待に応えるべく、ー戦ー戦を全力で攻め抜きます」 

 

■ ドライバー 藤原優汰 

「今年度もPACIFIC RACING TEAMからSUPERGTに参戦できることに身が引き締まる思いで

す。GT300の中でも非常に戦闘力が高いBMWのEVOモデル、そしで憧れでもあった『ミシュランタイ

ヤ』を武器に戦えるのは、ドライバーとして最高の環境です。冨林選手、久保選手という素晴らしい先輩

方、そして阪ロディレクターから多くのことを吸収しつつ、若手らしくアグレッシブに、表彰台の真ん中を

目指して走り抜けます。ぜひ応援をよろしくお願いします！」 

 

■ ドライバー 久保凜太郎 

「今シーズン、Cドライバーとしてチームに加わることになりました。自身の経験を活かし、長距離レース

やタイヤマネジメントが鍵となる局面で、チームの勝利に貢献するのが僕のミッションだと思っていま

す。『BMW M4 GT3 EVO』と『ミシュランタイヤ』の相性の良さは疑いようがありません。冨林、藤原両選

手のスピードを最大限に活かせるよう、戦略面でもチームを支えていきたいと考えています。後日発

表される新たなタイアップと共に、ファンの皆様と熱いシーズンを過ごせることを楽しみにしています」 
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